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徳島県の取組概要

学校名 対象学年・学級・児童生徒数 遠隔教育の取り組み

実証校
海部高等学校

普通科・２学年・計８人
数理科学科・２学年・計１６人

取組①
取組②

接続先①
徳島中央高等学校

取組①

接続先②
総合教育センター

取組②

実証校・接続先について 取組の概要

機器種別 製品 台数

遠隔会議システム Zoom（Zoomﾋﾞﾃﾞｵｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ）

マイク・スピーカー 実証校 ﾏﾙﾁｽﾋﾟｰｶｰｼｽﾃﾑ（YAMAHA YVC-1000）
拡張ﾏｲｸ（YAMAHA YVC-MIC1000EX）

１
３

接続先 会議用ﾏｲｸｽﾋﾟｰｶｰ（YAMAHA YVC-300） １

カメラ 実証校 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ（SONY HDR-CX480）
（Panasonic HC-V480MS）

２
１

接続先 Webｶﾒﾗ（logicool C922） １

大型提示装置 実証校 液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ（SHARP LC60XL-20） ２

接続先 液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ（LGｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 60UH7500） １

情報端末 実証校 PC（EPSON Endeavor NJ5970E）
ﾀﾌﾞﾚｯﾄ（Apple ipad MP2G2J/A)

２
８

接続先 PC（EPSON Endeavor NJ5970E）
ﾀﾌﾞﾚｯﾄ（富士通 ALLOWS Tab Q665/M）
ﾀﾌﾞﾚｯﾄ（Apple ipad MP2G2J/A)

１
１
2

ソフト・コンテンツ MetaMoJi ClassRoom（MetaMoJi）

無線アクセスポイント ﾌﾙﾉｼｽﾃﾑｽﾞ ACERA1010 １

その他 接続先 書画ｶﾒﾗ（Aver Vision F50-8M） １

遠隔教育システムについて（ 1校あたり）

実証予定テーマ
①

科目充実型の遠隔授業

取組内容

他の県立高校の教員による通年の遠隔授業を実施し、対面授
業と同等の成果が得られる遠隔授業の実施体制について研究
する。

実施教科等およびその授業時数

学校名 学年・学級 実施教科等 時数 接続先

海部高校 普通科２年 数学Ｂ ５４ 徳島中央高校

実証予定テーマ
②

専門家とつないだ遠隔授業

取組内容

大学教授による特別講座を開催し、地理的状況により、大学・研
究機関等から専門家を招くことが難しい地域にある高校におけ
る多様な学習活動の研究を行う。

実施教科等およびその授業時数

学校名 学年・学級 実施教科等 時数 接続先

海部高校 数理科学科２年 地理Ｂ ３ 総合教育センター

２



遠隔教育パターン 科目充実型の遠隔授業

実施日 令和２年６月から令和３年３月まで（５４回実施）

学校・学年
接続する人数

徳島県立海部高等学校 普通科２年８名，授業補助者１名

接続先
接続する人数

徳島県立徳島中央高等学校 授業者１名，機器補助者１名

使用した
ＩＣＴ機器

遠隔会議システム：Zoom 大型ディスプレイ（台数・大きさ）：３台・６０インチ

マイク（台数・種類）：本体１台，拡張３台・単一指向性 生徒用ＰＣ（台数・使用ソフト）：８台・MetaMoJi

その他使用した機器：書画カメラ（実物投影機）１台

学校：徳島県立海部高等学校 場所：北②講義室 接続先：徳島県立徳島中央高等学校 場所：放送室スタジオ
授業空間の様子

教員用
TPC

テレビ会議
システム
端末

大型
ディスプレイ

テレビ会議
システム
端末

授業者機器
補助者

TPC
マイクスピーカー
Ｗｅｂカメラ
として使用

書画カメラ

生徒机 生徒机

大型
ディスプレイ

テレビ会議システム
専用カメラ

黒板

マイク
スピーカー

テレビ会議
システム
端末

生徒机 生徒机

生徒机

TPC

生徒机

TPC TPC

TPC TPC TPC

大型
ディスプレイ

生徒机

TPC

生徒机

TPC

テレビ会議
システム
端末

拡張
マイク

拡張
マイク

拡張
マイク 授業

補助者

教員用
TPC

Ｗｅｂカメラとして
テレビ会議システム

にも接続

３徳島県の取組概要



○遠隔教育が必要な背景

・徳島県では少子高齢化が急速に進行しており、県南部の海部郡では特に深刻な状況
にある。

・徳島県立海部高等学校は、統廃合によって郡内唯一の高等学校として開校したが、さ
らに小規模化が進むことが想定されており、多様な教育活動の維持が課題となっている。

徳島県

接続先②：徳島県立総合教育センター
（板野郡板野町）

接続先①：徳島県立徳島中央高等学校
（徳島市）

実証校：徳島県立海部高等学校
（海部郡海陽町）

徳島中央高校ＨＰ

海部高校ＨＰ
海部高校魅力化
プロジェクトＨＰ

４取組の背景・目的



○遠隔教育の目的

・科目充実型の遠隔授業体制を確立することにより、小規模校においても生徒のニーズ
に応じた選択科目を維持する。

・学校間配信方式の実施体制を確立することで、効率的な教員の配置が可能とする。
（センター配信の場合に生じる教員の移動に係る時間的・経費的コストを削減）

５

○これまでの調査研究

・遠隔教育システムの機器整備、通信環境の確認

・徳島県立総合教育センターを配信拠点とした遠隔授業の通年実施

・授業支援アプリケーション（MetaMoji ClassRoom）の利用開始

【平成２７～２９年度 文部科学省「多様な学習を支援する高等学校の推進事業」】

【平成３０～令和元年度文部科学省「高等学校における次世代の学習ニーズを踏まえた指導の充実事業」】

取組の背景・目的



遠隔授業の内容

○内 容

・学校間配信方式により、単位認定を伴う通年の科目充実型の遠隔授業を実施する。

・これまでのセンター配信方式の遠隔教育システムを応用し、学校間配信に最適化した
コンパクトな機器設置・設定を研究する。

学校名 海部高等学校

対象生徒 普通科２学年 ８名

授業実施体制 授業補助者 １名（教諭）

科 目 数学B

実施回数 ５４回
（対面授業５回）

（２）実証校の概要（１）授業の概要

６



７

学校名 徳島中央高等学校

授 業 実 施 体 制 授 業 者 １名（教諭）
機器補助者 １名（会計年度任用職員）

（３）接続先の概要

○徳島中央高等学校を配信拠点とする理由

• 定時制通信制独立校であり、定時制課程は単位制をとっており、時間割変更が少な
く、実証校との時間割調整が比較的容易である。

• 通信制課程において、生徒自宅とつないだオンラインでの質問対応などへの利用が
期待できる。

遠隔授業の内容



授業者

書画カメラ

カメラ
マイク
スピーカー

MetaMoJi用

モニター

書画
カメラ

授業者

生徒正面

（１）授業者側のシステム

生徒側面
１

生徒側面
２

８遠隔教育システムの概要



書画
カメラ

授業者

マイクスピーカーシステム

← 生徒用
ＴＰＣ

授業
補助者

モニター

カメラ

遠隔教育システムの概要 ９

（２）生徒側のシステム



授業支援アプリケーションとして「MetaMoJi ClassRoom」を使用

10

授業者

生徒

生徒

メタモジ画面
貼り付け

メタモジ画面
貼り付け

メタモジ画面
貼り付け

【一斉学習】

・授業者による生徒全員に対する説明に使用する。

・授業者による操作、書き込みなどがリアルタイムに共有される。

授業支援アプリケーションの機能



11

【個別学習】

・問題演習など、個別学習の進捗状況を授業者の手元でモニタリングする。

・授業者が、各生徒の画面に書き込みをすることができる。

授業者
生徒

生徒

メタモジ画面
貼り付け

メタモジ画面
貼り付け

メタモジ画面
貼り付け

授業支援アプリケーションの機能



授業支援アプリケーションの機能

【協働学習】

・授業者及び生徒同士が一つのシートを共有することで，対話的・協働的な学習を行う

ことが可能。

12

授業者
生徒

生徒



第一段階
（６月～７月）

第二段階
（８月～１月）

第三段階
（２月～３月）

書画カメラ ○ ○

授業支援
アプリケーション ○ ○

メリット

・使用機器が少ない。
・不慣れな授業者でも，対面授業
の再現が容易。

・理解度や進捗状況をリアルタイ
ムに把握が可能。

・授業支援ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝにﾜｰｸｼｰﾄを
取り込むことで，書画ｶﾒﾗの課題
を解決可能。
・理解度や進捗状況をリアルタイム
に把握が可能。

デメリット

・生徒の進捗状況や理解度の把握
が困難。
・書画ｶﾒﾗの映像が不鮮明になっ
たり，画角にﾜｰｸｼｰﾄが収まらな
かったりする。

・書画ｶﾒﾗの映像が不鮮明になっ
たり，画角にﾜｰｸｼｰﾄが収まらな
かったりする。

13授業教育システムの使用方法

【第一段階】紙のワークシートへの書き込みを書画カメラで撮影し，黒板のように使用。

【第二段階】書画カメラと授業支援アプリケーション（MetaMoJi）を併用。

【第三段階】ワークシートを授業支援アプリケーションに取り込み，タブレットのみで完結。

（１）遠隔教育システムの組合せ

授業者の熟練にしたがって，遠隔教育システムの組合せを変更した。



展開 ①定義定理等の説明 ②例題の解説 ③問題演習 ④問題演習の解説

授業者
・授業支援アプリケーションにワークシートを取り込み，タブ
レット上で解説を記入する。

・授業支援アプリケーションで生徒の進捗状況と理解度を確
認し，タブレット上で解説を記入する。

生 徒
・タブレットで解説を確認し，ワークシートに記入する。 ・ワークシートに演習を解き，タブレットに解答を記入する。

・タブレットの解説内容をワークシートに記入する。
（ワークシートを共有化すれば，グループ学習も可能）

授 業
補助者

・ワークシートを配布する。
・生徒の学習状況を観察し，必要に応じて支援する。

・生徒の学習状況を観察し，必要に応じて支援する。

授業教育システムの使用方法 14

（２）授業展開例

展開 ①定義定理等の説明 ②例題の解説 ③問題演習 ④問題演習の解説

授業者
・書画カメラでワークシートを撮影しながら，ワークシート上
に解説を記入する。

・生徒手元の状況を映像をモニターで確認し，進捗状況と理
解度を確認し，ワークシートに解説を記入する。

生 徒
・モニター（書画カメラ映像）で解説を見て，手元のワーク
シートに記入する。

・ワークシートに演習を解く。
・モニターの解説内容をワークシートに記入する。

授 業
補助者

・ワークシートを配布する。
・生徒の学習状況を観察し，必要に応じて支援する。

・生徒の手元（進捗状況）をビデオカメラで撮影する。
・生徒の学習状況を観察し，必要に応じて支援する。

【第一段階】書画カメラのみ

【第三段階】授業支援アプリケーションのみ

進捗・理解度確認が困難

書画カメラの課題を解決

鮮明さ・画角に課題あり



15遠隔授業の様子（動画）
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• 授業者と授業補助者が，学習評価シートを用いて評価を行い，小単元ごとに集計し，
定期考査の成績と合わせた総合評価を行った。

評価方法

遠隔授業 数学B 学習評価シート（授業者）

実施日 月 日 曜日 月 日 曜日

単元・主題
教科書のページ p. p.

目標

評価規準

評価の判断基準

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

評価方法

NRNO 生徒氏名 評価 評価

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

遠隔授業 数学B 学習評価シート （授業補助者）

実施日 月 日 曜日 ２限目

テーマ（ ） 教科書のページ（ ）

授業態度

Ⅰ

教師の説明を真剣
に聞いている

Ⅱ

積極的に作業に取
り組んでいる

Ⅲ

積極的に質問した
り質問に答えたりし
ようとしている

NRNO 生徒氏名 評価 評価 評価

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

授業前

授業中

授業後



（１）遠隔教育システムについて

17

【成 果】

• 半数以上の生徒が遠隔授業に対して肯定的なイメージを持っている。

• 遠隔授業でも十分な学習効果を得られることを実証した。

• 授業支援アプリケーションの利用により，対話的・協働的な学習も可能である。

• 本実証の遠隔教育システムが，生徒自宅への同時双方向型オンライン指導に応用
可能であることを確認した。

【課 題】

• 授業支援アプリケーションの使用には，授業者の慣熟が必要である。

実証研究の成果と課題

【成 果】

• センター配信方式を応用し，コンパクトな遠隔教育システムを構築することができた。

• 学校間配信において，年間を通して安定した通信状態を確保できることを実証した。

【課 題】

• 軽微な通信障害であっても，授業補助者が障害状況の連絡や再説明の依頼等のサ
ポートを的確に行う必要がある。

（２）遠隔授業について


